
　平成１４年第１回定例会は、３月４日(月)に招集され、

２２日(金)までの１９日間の会期で開かれました。この定

例会では、市長提出議案４８件の審議を行い、それぞれ原

案のとおり可決・同意し、議員提出議案４件の審議も行い、

２案を原案のとおり可決し、２議案は否決となりました。�

主な掲載記事�主な掲載記事�
●一般質問を１６議員が行う……………２～６�

●請願の審査結果………………………………６�

●平成１４年度予算を可決……………………７�

●意見書２件を可決……………………………８�

●人事要件３件に同意…………………………８�
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桐生川沿いのレンゲ畑で、菱保育園の園児が花摘みをしました。摘んだレンゲの花で首飾りや髪飾りを作ったり、�
突然出てきたカエルに目を丸くしたり、暖かな春の日差しを浴びてとても楽しく過ごしました。�
桐生川沿いのレンゲ畑で、菱保育園の園児が花摘みをしました。摘んだレンゲの花で首飾りや髪飾りを作ったり、�
突然出てきたカエルに目を丸くしたり、暖かな春の日差しを浴びてとても楽しく過ごしました。�
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市
営
住
宅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
内
安
全
性
の
確
保
・
緊

急
時
の
対
応
等
、
扉
の
内
部
が

見
通
せ
る
よ
う
に
透
明
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
現
状
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
ど
う
か
。

　
　
　
　
現
在
十
団
地
に
二
十

基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
七
団
地
の
十
五
基
に

は
、
防
犯
上
の
備
え
が
あ
る
。

窓
な
し
は
三
団
地
の
五
基
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
二
基
は
、
市
有

施
設
改
修
計
画
で
防
犯
上
有
効

な
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。
残

り
の
二
団
地
の
三
基
に
つ
い
て

も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。�

　
　
　
　
八
木
節
の
新
し
い
歌

詞
を
桐
生
観
光
協
会
で
募
集
し
、

各
地
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
入
賞
し
た
歌

詞
を
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
前
の
八
木
節

時
計
で
流
し
た
り
、
市
内
の
八

木
節
チ
ー
ム
に
歌
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
桐
生
市
を
訪
れ
る
人

が
増
え
る
の
で
な
い
か
。
　
　

　
　
　
　
桐
生
観
光
協
会
で
は

昨
年
十
一
月
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
歌

詞
を
募
集
し
た
。
そ
の
結
果
五

十
点
を
越
え
る
募
集
が
あ
っ
た
。

優
秀
作
品
は
、
桐
生
八
木
節
連

絡
協
議
会
の
協
力
を
得
て
録
音

す
る
計
画
も
あ
る
の
で
、
今
後

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
　
　
特
許
支
援
融
資
制
度

で
融
資
受
け
て
い
る
企
業
が
特

許
申
請
す
る
と
き
は
企
業
と
市

と
の
共
同
申
請
を
条
件
に
す
れ

ば
よ
い
と
思
う
が
ど
う
か
。�

　
　
　
　
特
許
申
請
者
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の

で
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。�

　
　
　
　
学
習
指
導
要
領
で
示

さ
れ
た
こ
と
が
先
生
方
に
対
応

し
き
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
自

ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
を
養
う

た
め
の
教
え
方
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。
学
校
と
地
域

と
の
連
携
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
自
然
体
験
活
動
な
ど
を
通

じ
て
の
道
徳
性
の
育
成
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
学
習
指
導
要
領
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
移
行
期
間
が
あ
り
、
二

年
間
で
十
分
な
準
備
が
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
授
業

で
は
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

問
題
解
決
的
な
学
習
を
重
視
し

た
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
道

徳
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
貫
し
た

方
針
を
保
ち
な
が
ら
連
携
を
深

め
進
め
て
い
る
。
特
に
体
験
活

動
は
、
人
々
や
社
会
を
理
解
し
、

自
然
を
愛
護
す
る
気
持
ち
が
養

わ
れ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。�

寺　口　正　宣（公　明　党）�

西　牧　秀　乗（政　友　会）�

園　田　恵　三（フォーラム桐生）�

中　田　米　蔵（日本共産党）�

笠　井　秋　夫（政　友　会）�

石　井　秀　子（桐　愛　会）�

大　澤　幸　一（フォーラム桐生）�

田　島　信　夫（政　友　会）�

岡　部　純　朗（市政クラブ）�

関　口　直　久（日本共産党）�

小　滝　芳　江（フォーラム桐生）�

岡　部　信一郎（市政クラブ）�

下　田　文　男（フォーラム桐生）�

幾　井　俊　雄（市政クラブ）�

佐　藤　貞　雄（日本共産党）�

飯　山　順一郎（自由クラブ）�

　
三
月
二
十
日
（
水
）
・
二
十
二
日
（
金
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、�

十
六
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
問
題�

に
つ
い
て
、
市
当
局
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。�
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質
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計
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融
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者
の
生
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県
道
川
内
・
堤
線
の

天
神
橋
脇
は
、
二
十
メ
ー
ト
ル

の
間
歩
道
が
な
く
、
通
学
等
に

お
い
て
非
常
に
危
険
な
箇
所
に

な
っ
て
い
る
。
交
通
安
全
対
策

事
業
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度

に
は
着
手
で
き
な
い
も
の
か
。�

　
　
　
　
県
か
ら
は
、
工
事
の

着
工
を
平
成
十
四
年
度
に
予
定

し
て
い
て
、
そ
の
工
事
内
容
を

延
長
約
五
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
員

二
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
整
備
で
実

施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。�

　
　
　
　
平
成
十
四
年
一
月
五

日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
浮
世
絵
展
は
、
本
物
ば
か
り

で
す
ば
ら
し
く
、
主
催
者
の
み

な
さ
ん
の
熱
意
に
感
銘
し
た
が
、

観
覧
者
数
、
観
覧
者
の
居
住
地

別
内
訳
、
観
覧
者
の
反
応
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。�

　
　
　
　
浮
世
絵
展
は
、
大
川

美
術
館
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博

物
館
お
よ
び
千
葉
市
美
術
館
か

ら
作
品
の
提
供
を
い
た
だ
き
実

施
を
し
た
。
観
覧
者
は
六
千
七

百
七
十
三
人
。
居
住
地
内
訳
は
、

市
内
六
割
、
県
内
三
割
、
県
外

一
割
と
な
っ
て
い
る
。
本
物
を

初
め
て
見
る
と
い
う
人
や
幾
度

と
な
く
会
場
に
足
を
運
ば
れ
る

人
な
ど
多
く
、
美
術
分
野
の
鑑

賞
環
境
づ
く
り
に
な
れ
た
も
の

と
感
じ
て
い
る
。�

　
　
　
　
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
の
貸
館
事
業
に
対
す
る
考

え
方
は
ど
う
か
。
ま
た
、
公
益

事
業
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域

経
済
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め

の
公
の
施
設
で
あ
る
と
の
基
本

に
立
ち
、
平
成
十
一
年
度
か
ら

展
示
即
売
会
や
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー

ル
な
ど
の
個
人
の
営
利
を
目
的

と
し
た
事
業
に
対
し
て
利
用
制

限
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公

益
事
業
の
主
な
も
の
は
、
振
興

事
業
、
情
報
収
集
提
供
事
業
、

人
材
育
成
事
業
、
経
営
能
力
強

化
推
進
事
業
、
地
域
産
業
育
成

支
援
事
業
の
五
事
業
で
あ
る
。�

　
　
　
　
指
名
業
者
の
選
定
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
工
事
案
件
ご
と
に
工

事
担
当
課
が
発
注
予
定
金
額
に

応
じ
て
、
ラ
ン
ク
や
過
去
の
実

績
等
を
踏
ま
え
、
指
名
業
者
の

整
理
を
契
約
管
財
課
で
行
い
、

こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
指
名
選
考
委

員
会
が
請
負
業
者
選
定
要
綱
に

基
づ
き
、
公
平
公
正
な
指
名
選

定
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、
年

度
ご
と
に
、
工
事
の
場
所
、
規

模
、
種
類
な
ど
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
個
々
の
業
者
の
指
名
回

数
等
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。�

　
　
　
　
ま
ち
な
か
の
高
齢
化

に
対
す
る
特
別
な
施
策
は
あ
る

の
か
。�

　
　
　
　
平
成
十
三
年
十
月
一

日
現
在
の
市
全
体
の
高
齢
化
率

は
二
十
一
・
九
六
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
県
内
十
一
市
中
で
一
位
で

あ
る
。
そ
の
内
、
旧
市
内
が
二

十
八
・
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ

の
外
が
十
八
・
九
三
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。
福
祉
施
策

は
全
市
的
に
公
平
・
公
正
と
い

う
観
点
で
展
開
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
化
率
が
高
い
旧
市

内
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

率
も
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
本

町
三
丁
目
に
、
生
き
が
い
デ
イ

ホ
ー
ム
「
く
つ
ろ
ぎ
の
家
」
を

開
設
し
、
さ
ら
に
、
新
年
度
に

は
本
町
五
丁
目
に
「
お
た
っ
し

ゃ
停
留
所
」
を
開
設
予
定
で
あ

り
、
地
域
の
身
近
な
場
所
で
集

い
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。�

　
　
　
　
高
齢
者
の
生
涯
学
習

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
　
　
　
高
齢
者
大
学
や
高
齢

者
学
級
な
ど
を
開
催
し
て
、
高

齢
者
が
各
自
に
知
識
を
よ
り
一

層
高
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

急
速
な
社
会
変
化
に
適
応
す
る

た
め
の
知
識
や
情
報
等
を
提
供

す
る
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。�

　
　
　
　
精
神
保
健
福
祉
の
取

り
組
み
で
「
自
立
生
活
支
援
」

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の

か
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
の
再

発
防
止
に
向
け
て
の
医
療
機
関

へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。�

　
　
　
　
県
か
ら
市
へ
の
事
務

移
管
に
よ
り
「
総
合
福
祉
健
康

相
談
係
」
を
設
置
し
、
相
談
体

制
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等
準
備
を

進
め
て
い
る
。
再
発
防
止
に
向

け
て
は
群
馬
県
保
健
福
祉
事
務

所
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。�
　
　
　
　
学
校
五
日
制
に
向
け

て
、
子
供
の
環
境
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
す
る
中
で
、
見
過
ご

さ
れ
が
ち
な
不
登
校
の
小
・
中

学
生
の
現
状
と
学
校
等
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。�

　
　
　
　
不
登
校
児
童
生
徒
は

平
成
十
四
年
二
月
の
調
査
で
、

月
間
六
日
以
上
の
欠
席
者
が
、

小
学
校
で
は
二
十
一
人
、
中
学

校
で
は
四
十
三
人
で
あ
っ
た
。�

　
不
登
校
の
要
因
は
様
々
で
あ

り
、
解
決
に
は
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
心
の
教
育
相
談
員
お
よ

び
教
育
研
究
所
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
教
育
相
談
体
制
を

よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。�
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所
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（
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産
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振
興
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ン
タ
ー
）�
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質
問�

答
弁� 道

路
拡
幅
計
画�

質
問�

答
弁�

生
活
環
境
保
全
林
事
業�

質
問�

答
弁�

介
護
保
険
と
高
齢
者
福
祉�

質
問�

答
弁�

電
子
自
治
体
の
対
応�

質
問�

答
弁� 河

川
公
園
整
備�

質
問�

答
弁�

ご
み
対
策�

質
問�

答
弁�

障
害
者
控
除
の
周
知�

質
問�

答
弁�

医
療
の
充
実�

　
　
　
　
二
〇
〇
三
年
度
の
電

子
自
治
体
の
実
現
で
桐
生
市
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
ま

た
、
第
四
次
総
合
計
画
、
桐
生

市
行
財
政
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
の

整
合
性
お
よ
び
見
直
し
の
必
要

性
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
二
次
稼
働
と
な
り

住
民
票
の
広
域
交
付
や
カ
ー
ド

の
発
行
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
国

に
お
い
て
、
計
画
の
前
倒
し
の

動
き
も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
諸

計
画
と
の
整
合
性
の
見
直
し
も

必
要
に
な
る
と
考
え
る
。�

　
　
　
　
月
曜
日
が
祝
日
に
当

た
る
場
合
の
ご
み
収
集
の
対
応

と
改
善
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。�

　
　
　
　
燃
え
る
ご
み
は
収
集

車
両
・
人
員
の
関
係
で
市
内
を

月
・
木
曜
日
コ
ー
ス
と
火
・
金

曜
日
コ
ー
ス
に
分
け
て
収
集
し

て
い
る
。
月
曜
日
が
祝
日
と
な

る
際
の
火
曜
日
へ
の
振
り
替
え

は
、
市
内
全
域
一
斉
収
集
と
な

る
た
め
車
両
一
台
あ
た
り
の
時

間
、
走
行
距
離
の
関
係
で
、
現

状
で
は
困
難
と
考
え
る
。
し
か

し
、
市
民
の
要
望
は
十
分
理
解

で
き
る
の
で
、
課
題
も
あ
る
が

祝
日
に
当
た
る
月
曜
日
等
の
収

集
の
可
能
性
を
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
　
　
県
道
桐
生
・
坂
西
線

の
栃
木
県
境
信
号
機
付
近
の
整

備
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
上
濁
沼
橋
を
通

過
し
て
、
市
内
へ
の
道
路
は
コ

の
字
に
迂
回
す
る
道
路
だ
が
、

直
線
的
に
は
な
ら
な
い
の
か
。�

　
　
　
　
整
備
計
画
は
、
菱
町

か
ら
足
利
方
面
に
向
か
う
交
差

点
手
前
八
十
メ
ー
ト
ル
と
左
折

し
て
約
二
十
メ
ー
ト
ル
の
概
ね

百
メ
ー
ト
ル
の
予
定
と
聞
い
て

い
る
。
ま
た
、
道
路
を
直
線
的

に
す
る
こ
と
は
、
住
宅
地
を
貫

く
こ
と
、
桐
生
川
旧
河
川
敷
の

問
題
、
県
境
に
位
置
す
る
等
の

数
多
く
の
問
題
が
あ
り
そ
れ
ら

の
解
決
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
　
　
市
有
林
金
葛
沢
の
生

活
環
境
保
全
林
事
業
は
ど
の
よ

う
に
実
施
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

よ
く
わ
か
る
梅
田
清
流
広
場
案

内
看
板
の
設
置
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
生
活
環
境
保
全
林
整

備
事
業
は
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
三
か
年
程
の
継
続
事
業
で
、

既
存
道
路
の
拡
幅
工
事
、
広
葉

樹
の
植
栽
、
多
目
的
広
場
等
の

総
合
的
な
森
林
整
備
事
業
で
あ

る
。
ま
た
、
看
板
設
置
に
つ
い

て
は
、
市
内
、
市
外
の
人
が
よ

り
広
場
を
利
用
し
や
す
い
よ
う

環
境
整
備
を
検
討
す
る
中
で
考

え
て
い
き
た
い
。�

　
　
　
　
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
者
も
所
得
税
、
住
民
税
の

障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
桐
生
市
に

お
け
る
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
要
介
護
認
定
者
の
障

害
者
控
除
に
つ
い
て
、
近
県
の

市
に
問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
、

市
に
よ
っ
て
は
、
認
定
書
を
発

行
し
て
い
る
市
も
あ
る
。
し
か

し
、
障
害
者
控
除
の
基
準
と
要

介
護
度
の
基
準
が
異
な
る
点
か

ら
一
律
の
認
定
書
の
交
付
は
適

当
で
な
い
と
の
通
知
も
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
研
究
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
　
　
健
康
保
険
法
の
改
正

案
が
現
在
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
改
正
案
の
内
容

は
、
医
療
機
関
で
の
一
部
負
担

金
増
や
医
療
保
険
の
保
険
料
増

の
負
担
増
な
ど
で
あ
る
。
市
当

局
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。�

　
　
　
　
年
々
医
療
費
は
増
え

続
け
、
国
保
運
営
の
厳
し
い
状

況
か
ら
医
療
制
度
の
抜
本
的
改

革
を
要
望
し
て
お
り
、
国
民
健

康
保
険
制
度
改
善
強
化
推
進
大

会
に
お
い
て
、
医
療
保
険
制
度

の
一
本
化
、
抜
本
改
革
の
早
期

実
現
、
国
庫
負
担
の
拡
充
強
化

を
重
点
項
目
と
し
て
要
望
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。�

　
　
　
　
渡
良
瀬
川
右
岸
、
間

の
島
地
区
の
河
川
公
園
整
備
は
、

本
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
期

間
で
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
工
事
期
間
は
い
つ
ま
で
で
、

使
用
可
能
時
期
は
い
つ
ご
ろ
な

の
か
。�

　
　
　
　
松
原
橋
公
園
・
間
の

島
地
区
は
、
平
成
十
三
年
度
で
、

運
動
場
、
芝
生
広
場
等
を
施
工

し
、
平
成
十
四
年
度
で
、
入
口

広
場
、
駐
車
場
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。
工
事
完
成
は
平
成

十
四
年
度
末
で
あ
り
、
芝
生
の

養
生
も
考
え
て
、
平
成
十
五
年

六
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
。�

　
　
　
　
介
護
保
険
の
認
定
者

を
三
千
二
百
余
人
と
推
定
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
平
成

十
二
年
四
月
で
は
、
二
千
二
百

余
人
で
、
そ
の
後
は
ど
う
な
の

か
。
ま
た
保
険
料
軽
減
策
の
対

象
者
の
状
況
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
認
定
者
数
の
推
移
は
、

平
成
十
二
年
四
月
で
、
二
千
二

百
十
一
人
。
平
成
十
三
年
四
月

で
は
、
二
千
八
百
二
十
六
人
。

平
成
十
三
年
十
二
月
末
で
は
三

千
百
四
十
六
人
と
な
っ
て
い
る
。

軽
減
対
象
者
は
予
算
計
上
時
に
、

収
入
の
み
で
二
千
二
百
人
で
あ

っ
た
が
、
現
在
百
七
人
で
あ
り
、

扶
養
や
資
産
の
要
件
で
下
回
っ

て
い
る
。�

（
市
民
課
）�

（
間
の
島
地
区
の
河
川
公
園
整
備
）�

（
梅
田
清
流
広
場
看
板
）�

（
介
護
保
険
課
）�

う
か
い�

お
お
む�
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男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
の
目
標
と
し

て
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の

定
着
」
、
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
」
、
「
女
性
と
男
性
、

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
」
の
三
点
を
掲
げ
て
い
る

が
、
そ
の
実
施
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　�

　
　
　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

に
つ
い
て
は
、
男
女
平
等
を
進

め
る
基
盤
整
備
の
た
め
、
「
男

女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開

催
や
、
健
康
講
座
等
を
実
施
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
審
議
会
に
お
け
る
女
性
委

員
の
登
用
を
推
進
。
ま
た
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

男
女
の
職
業
生
活
と
家
庭
・
地

域
生
活
の
両
立
支
援
の
た
め
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
生
活

技
術
講
座
等
を
実
施
し
て
い
る
。�

　
　
　
　
祝
日
、
振
替
休
日
の

ご
み
収
集
は
、
月
・
木
曜
日
と

火
・
金
曜
日
で
該
当
日
の
日
数

に
差
が
あ
り
、
夏
季
の
生
ご
み

の
処
理
が
課
題
で
あ
る
。
夏
の

間
の
二
日
だ
け
で
も
収
集
で
き

な
い
か
。�

　
　
　
　
平
成
十
四
年
度
に
つ

い
て
は
す
で
に
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
配
布
済
で
あ
り

難
し
い
が
、
よ
り
良
い
あ
り
か

た
を
検
討
し
た
い
。�

　
　
　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
対
し

て
の
論
議
が
さ
れ
て
い
る
が
、

桐
生
市
に
お
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
群
馬
県

に
お
い
て
、
先
日
愛
県
債
を
発

行
し
、
瞬
く
間
に
売
れ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
が
、
桐
生
市
で
の

発
行
の
考
え
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
民
間
活
力
を
用
い
て
、

イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
を
行
う
こ

と
は
、
非
常
に
有
効
な
手
段
と

考
え
て
お
り
、
本
市
で
も
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
り
、
公
設
卸
売

市
場
の
冷
蔵
庫
等
を
民
間
資
金

に
よ
り
建
設
し
、
十
五
年
の
年

賦
で
購
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
市
債
発
行
に
つ
い

て
は
、
短
期
償
還
問
題
、
満
期

時
一
括
償
還
に
よ
る
財
源
問
題
、

対
象
事
業
の
明
確
化
等
の
問
題

が
あ
り
、
今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
。�

　
　
　
　
大
学
の
統
合
問
題
に

関
し
て
、
群
馬
大
学
と
埼
玉
大

学
と
の
統
合
問
題
の
話
が
あ
る

が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
な

の
か
。�

　
　
　
　
群
馬
大
学
と
埼
玉
大

学
と
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
大

学
自
体
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の

こ
と
で
群
大
工
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
が
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
　
　
小
中
学
校
の
適
性
配

置
に
つ
い
て
、
以
前
、
企
画
部

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
結
論
は
、

時
期
尚
早
と
の
答
申
で
あ
っ
た

が
、
引
き
続
き
教
育
委
員
会
で

適
性
配
置
に
つ
い
て
を
検
討
す

る
中
で
、
市
当
局
と
そ
の
実
施

に
つ
い
て
の
見
解
に
相
違
が
あ

る
よ
う
だ
が
。
そ
の
と
き
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
問
題
と
な
っ
た

点
を
教
育
委
員
会
で
の
検
討
事

項
と
し
て
引
き
継
い
で
い
る
の

か
。
ま
た
、
こ
の
検
討
委
員
会

の
目
指
す
も
の
は
。
さ
ら
に
、

統
廃
合
を
実
施
し
た
市
町
村
は

あ
る
の
か
。�

　
　
　
　
教
育
委
員
会
と
市
当

局
と
の
間
に
見
解
の
相
違
は
な

く
、
教
育
委
員
会
で
も
適
性
配

置
の
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
、
今

後
、
教
育
委
員
会
、
市
長
部
局

と
も
協
議
を
行
い
、
委
員
会
を

設
置
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
検
討
委
員

会
は
、
子
供
が
適
切
な
環
境
の

も
と
で
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
統
廃

合
を
実
施
し
た
市
町
村
に
つ
い

て
は
、
足
利
市
が
数
年
前
に
実

施
し
た
が
、
十
年
を
費
や
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。�

　
　
　
　
お
り
ひ
め
バ
ス
は
現

在
十
二
車
両
、
八
路
線
が
運
行

さ
れ
て
い
て
、
便
利
な
面
も
あ

る
が
、
改
善
す
べ
き
点
も
あ
る
。

そ
こ
で
運
行
路
線
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
市
内
に
い
く
つ
か
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
し
、
ゾ
ー

ン
制
の
導
入
を
し
て
は
ど
う
か
。

運
賃
に
つ
い
て
は
、
ワ
ン
コ
イ

ン
制
、
一
日
自
由
乗
車
券
の
導

入
、
ま
た
町
の
商
店
に
駅
機
能

を
持
た
せ
て
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売

所
の
拡
大
に
つ
い
て
は
ど
う
な

の
か
。�

　
　
　
　
お
り
ひ
め
バ
ス
の
現

行
路
線
は
、
生
活
の
交
通
手
段

と
し
て
、
地
元
バ
ス
対
策
協
議

会
と
協
議
す
る
中
で
、
地
域
住

民
の
声
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
ゾ
ー
ン
方
式
の
導
入
は
、

バ
ス
対
策
協
議
会
を
始
め
、
利

用
者
な
ど
の
意
向
を
尊
重
し
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
目

指
し
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
運
賃
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
一
年
度
に
低
廉
定
額
制
お
よ

び
フ
リ
ー
パ
ス
制
度
を
導
入
し
、

利
用
者
増
と
な
っ
た
。
一
日
乗

車
券
の
導
入
は
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
利
用
促
進
と
収

益
面
を
考
慮
し
、
ま
た
、
商
店

へ
の
駅
機
能
導
入
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
需
要
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。�

質
問�

答
弁�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
と
愛
市
債�

質
問�

答
弁�

お
り
ひ
め
バ
ス�

質
問�

答
弁�

大
学
の
総
合
問
題�

質
問�

答
弁�

男
女
共
同
参
画�

質
問�

答
弁�

祝
日
等
の
ご
み
収
集�

質
問�

答
弁�

小
中
学
校
適
正
配
置�

（
女
と
男
の
地
域
セ
ミ
ナ
ー
）�

（
桐
生
駅
南
口
バ
ス
停
）�

（
群
馬
大
学
工
学
部
）�

（
市
内
の
小
学
校
）�
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群
馬
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
会
の
役
員
問
題
で
あ

る
が
、
現
在
、
役
員
と
し
て
専

務
理
事
に
は
、
元
太
田
警
察
署

長
が
な
っ
て
お
り
、
監
事
に
は
、

元
桐
生
市
競
艇
事
業
部
長
が
な

っ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
う
な

の
か
。�

　
　
　
　
群
馬
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
会
の
役
員
へ
は
、
過

去
に
桐
生
市
の
職
員
か
ら
は
役

員
と
し
て
、
二
期
四
年
間
専
務

理
事
と
し
て
勤
め
、
現
在
は
監

事
の
職
に
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。�

　
　
　
　
中
通
り
大
橋
線
や
錦

桜
橋
な
ど
の
大
型
事
業
が
進
ん

で
い
る
桜
木
地
区
で
あ
る
が
、

高
齢
者
が
大
切
に
さ
れ
る
施
策

と
い
う
視
点
か
ら
見
て
も
、
長

寿
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
入
浴
施

設
は
、
渡
良
瀬
川
の
南
で
は
二

か
所
だ
け
で
あ
る
。
長
寿
セ
ン

タ
ー
設
置
の
公
平
性
か
ら
も
、

公
民
館
に
入
浴
施
設
を
導
入
し
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。�

　
　
　
　
公
民
館
に
入
浴
施
設

を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
市
内
に
七
か
所
の
入
浴

施
設
が
あ
り
、
ま
た
、
長
寿
セ

ン
タ
ー
構
想
は
、
平
成
十
一
年

度
に
終
結
し
て
お
り
、
公
民
館

に
入
浴
施
設
の
導
入
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。�

　
　
　
　
街
路
事
業
の
永
楽
町

線
第
二
工
区
は
、
平
成
六
年
か

ら
平
成
十
六
年
の
事
業
認
可
期

間
で
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
わ

け
だ
が
、
そ
の
進
ち
ょ
く
率
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
永
楽
町
線
第
二
工
区

は
、
本
町
通
り
か
ら
中
通
り
ま

で
の
三
百
五
十
三
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

進
ち
ょ
く
率
は
用
地
・
補
償
ベ

ー
ス
で
約
七
十
六
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
事
業
認
可
上
の
総
事
業
費

に
対
す
る
事
業
費
ベ
ー
ス
の
進

ち
ょ
く
率
は
、
約
六
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。�

　
　
　
　
旧
出
張
所
の
公
民
館

に
お
い
て
は
、
納
税
や
印
鑑
登

録
等
が
可
能
と
な
り
、
今
後
も

そ
の
利
便
性
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
公
民
館

に
お
け
る
納
税
等
の
現
金
取
り

扱
い
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、

印
鑑
登
録
等
の
市
民
課
に
関
す

る
事
務
の
現
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。�

　
　
　
　
公
民
館
に
お
け
る
納

税
お
よ
び
市
民
課
業
務
の
取
扱

状
況
に
つ
い
て
は
、
業
務
を
行

っ
て
い
る
六
公
民
館
で
、
税
で

は
市
全
体
の
取
扱
額
の
三
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
、
各
種
証
明
事
務

の
取
扱
件
数
は
、
二
十
三
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。�

　この定例会では、８件の請願を審議しまし
た。その結果は、不採択としたものが１件、
そのほかの７件は閉会中の継続審査となりま
した。�

件名：第36号　在日米軍地位協定の見直しを
　　　　　　　求める意見書の採択を求める
　　　　　　　請願�
結果：不採択（賛成多数）�

　桐婦連の役員として白バラ友
の会に入会して年４回、議会の
傍聴に参加しています。一人で
はなかなか出掛けない傍聴も、
気易く行くことができます。今
回も市の財産管理としてのペイ
オフについての質問、学校週５
日制に伴う、子供の受け皿をど
うするのか、公民館の解放を含
めての質疑応答など、身近な問
題がたくさん出てきました。自
分の一票を投じた人の話を議会
という公の場所で聴けるのも傍
聴という制度があるためであり、
同時に聴くことの大切さを知る
ことができます。議員の人柄も
出て、鋭い口調で質問する人、
ゆったりとしている人、答える
市の職員も歯切れの良い人悪い
人いろいろですが、多くの市民
に議場に出向き、傍聴をしてい
ただきたいと思います。�

請願の審査結果�

不採択となった請願�

　３月４日（月）、市議会本会議場で、琴演奏者
の小島恵美子さんと原多喜子さん、コーラスの阿
久津迪子さんと堀口泰子さんによるコンサートが
行われ、議場全体が美しい音色に包まれました。�

質
問�

答
弁�

永
楽
町
線
の
進
ち
ょ
く
率�

質
問�

答
弁�

公
民
館
事
務�

質
問�

答
弁�

県
モ
ー
タ
ボ
ー
ト
競
走
会�

質
問�

答
弁�

公
民
館
に
入
浴
施
設�

（
桐
生
競
艇
場
）�

（
永
楽
町
線
）�

議
場
コ
ン
サ
ー
ト�

丸山晴子さん�
（相生町二丁目）�

傍
聴
席
か
ら
�
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　平成１４年度一般会計予算および水

道事業会計予算は、それぞれ賛成多数

で原案のとおり可決しました。１０事

業の特別会計予算については、交通災

害共済事業特別会計予算が全員賛成で

原案のとおり可決し、その他の９特別

会計予算は賛成多数で原案のとおり可

決しました。�

　なお、平成１４年度予算を可決する

にあたっては、各会派代表の議員（５

人）が総括質疑を行うとともに、予算

特別委員会（委員１２人で構成）を設

置し、２日間にわたり、慎重に審査を

行いました。総括質疑における、主な

質疑に対する市当局の答弁は、次のと

おりです。�

　
　
　
　
「
元
気
の
出
る
」
予

算
編
成
を
し
て
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
産
業
の
活
性
化
、
豊

か
な
自
然
を
守
る
た
め
の
環
境

保
全
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

等
の
保
健
福
祉
の
充
実
、
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
を
迎
え
て

の
教
育
環
境
の
拡
充
、
中
通
り

線
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
、
市

有
施
設
の
改
修
事
業
の
実
施
な

ど
、
第
四
次
総
合
計
画
の
具
現

化
を
進
め
て
い
く
。�

　
　
　
　
地
方
交
付
税
は
、
所

得
税
な
ど
国
税
五
税
の
一
定
割

合
を
地
方
公
共
団
体
へ
交
付
が

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
国
は
借

り
入
れ
を
し
て
交
付
し
て
い
る
。

現
在
の
経
済
状
況
下
、
五
税
の

減
少
や
借
り
入
れ
の
抑
制
に
よ

り
、
平
成
十
四
年
度
地
方
交
付

税
総
額
は
前
年
度
と
比
べ
マ
イ

ナ
ス
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
た

め
こ
の
影
響
を
受
け
、
減
少
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。�

　
　
　
　
四
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
市
民
や
、
障
害
者
を
常

用
雇
用
し
た
市
内
事
業
所
に
対

し
、
雇
用
者
一
人
に
つ
き
月
額

二
万
円
助
成
す
る
「
桐
生
市
緊

急
雇
用
奨
励
補
助
金
」
、
事
業

所
に
雇
用
拡
大
を
お
願
い
す
る

「
緊
急
雇
用
発
掘
事
業
」
な
ど

に
よ
り
、
雇
用
拡
大
に
努
め
て

い
る
。�

　
　
　
　
平
成
十
四
年
八
月
五

日
か
ら
の
第
一
次
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
向
け
、
同
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
、
現
在
使
用
中
の
シ

ス
テ
ム
に
接
続
し
て
住
民
の
異

動
情
報
を
、
県
や
全
国
サ
ー
バ

ー
へ
登
録
し
、
全
国
自
治
体
が

ひ
と
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接

続
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
第
二
次

サ
ー
ビ
ス
か
ら
住
民
票
の
広
域

交
付
な
ど
が
可
能
に
な
る
。
桐

生
市
も
電
子
自
治
体
構
築
を
目

指
し
て
、
市
民
本
位
の
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
行
き
た
い
。�

　
　
　
　
桐
生
を
好
き
な
子
を

育
て
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
、
桐
生
に
愛
着
と
誇
り
を
持

つ
子
供
の
育
成
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。
各
小
・
中
学
校
で
は
、

地
域
に
出
掛
け
、
歴
史
や
文
化

遺
産
、
自
然
に
触
れ
た
り
、
地

域
の
人
に
話
し
を
伺
っ
た
り
す

る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
で

「
ふ
る
さ
と
桐
生
の
歩
み
」
等

資
料
を
作
成
し
て
、
育
成
に
努

め
て
い
る
。�

　新年度予算の中で、財源確保

の努力や、おりひめバスなど高

齢者や子供への政策等の前進面

は評価できるが、多くの課題が

あるので反対する。合併問題の

デメリットも示して住民合意の

もと進め、北関東自動車道への

アクセス道の利用と、国道50号

線の利用の時間的・経費的相違

の調査研究が必要。教育では30

人学級の早期実現や学童保育所

への市からの補助の必要。介護

保険保険料の軽減措置の一層前

進させるべきである。�

　長引く不況の中、競艇事業収

入の落ち込みや市税、地方交付

金の減少など、前年度予算を下

回る厳しい財政状況ではあるが、

群馬大学との共同研究やベンチ

ャー企業の育成、空き店舗の活

用、雇用対策、林業振興、特別

養護老人ホームの新設や増床、

残土条例の制定、学校施設の改

修や小学校の英会話学習、北関

東自動車道のアクセス道の整備

など、市民ニーズに合った施策

を打ち出した予算編成であり評

価できる。�

○
桐
生
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等

に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害

の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
案�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

�

　
土
砂
な
ど
の
埋
立
て
等
を
行

う
場
合
、
必
要
な
規
制
を
行
い

汚
染
や
災
害
の
発
生
を
未
然
に

防
止
し
、
自
然
や
環
境
を
守
る

た
め
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

残
土
の
処
理
に
は
事
前
に
届
出

を
義
務
付
け
、
制
限
を
設
ま
し

た
。
県
内
初
の
条
例
で
す
。�

条
例
施
行
日�

　
　
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日�

○
市
長
、
助
役
、
収
入
役
及
び

教
育
長
の
給
料
の
特
例
に
関
す

る
条
例
案�

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）�

�

　
市
財
政
の
再
建
に
向
け
た
決

意
を
あ
ら
わ
す
た
め
、
一
年
間

の
時
限
措
置
と
し
て
、
特
別
職

の
給
料
を
百
分
の
五
削
減
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。�

条
例
施
行
日�

　
　
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日�

予算を可決�14

平
成
十
四
年
度
の�

　
重
点
施
策
と�

　
具
体
的
な
推
進
は�

地
方
交
付
税
の�

今
後
の
見
通
し
は�

桐
生
市
の�

新
規
雇
用
対
策
は�

住
民
基
本
台
帳�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
発
は�

桐
生
の
良
さ
を
知
っ
て�

も
ら
う
教
育
の
取
り
組
み
は�

度�年�

主
な
議
案�

残
土
条
例
に�

関
す
る
議
案�

特
別
職
給
料
に�

関
す
る
議
案�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

答
弁�

概
要�

概
要�
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　モーターボート競走法は、昭和２６年６月１８日
法律第２４２号公布、施行された。この法律の趣旨
は海事思想の普及と地方自治体財政の改善に寄与す
ることにある。ちなみに桐生市の平成１２年度決算
における競艇事業総収入５２０億６，５３７万円に
対して、日本船舶振興会交付金は１４億６，５１３
万円、競走会への交付金が５億１，７６１万円であ
る。一方、桐生市一般会計への繰出金は１１億円で
あり、平成１３年度決算では７億円の繰出金が見込
まれている。このことを以てしても明らかなように、
一般会計への繰出金が僅か１年間で４億円もの減少
となっている事実を看過することはできない。�
　施行者である行政当局は、競艇事業の健全経営を
図るべく諸事業を執行するも、経済不況やレジャー
の多様化等の影響により、競艇事業収入も減少の一
途を辿っている。しかも、将来展望が不透明の中で、
このまま推移するとなれば、一般会計への繰出金が
不能となり、赤字経営に転落するのは時間の問題で
ある。�
　地方自治体を取り巻く情勢は、地方分権の大原則
である自己決定、自己責任、自己負担という重い課
題を抱えつつ、市民の需要は多様化し、地方行政の
領域は拡大している。その一方で、自主財源は伸び
悩み、事業の推進に支障をきたしており、日本船舶
振興会等を始めとした特殊法人への法定交付金制度
及び交付金算出基準は、地方自治体にとってますま
す負担増となっている。�
　このような状況のなかで、昭和５４年６月の公営
競技問題懇談会における報告書及び昭和５６年３月
に設置された臨時行政調査会の最終答申において指
摘された事項については何一つ改善されないまま今
日におよんでいるという由々しき事態にある。�
　よって、政府においては、窮乏化する地方自治体
の財政状況に鑑み、地方財政の改善をも目的とした
モーターボート競走法の趣旨に則り、日本船舶振興
会を始めとした特殊法人等への法定交付金制度の是
正を早急に図り、地方財政の健全化を実現されるよ
う強く要望する。�
�
�
提出先 〇内閣総理大臣 〇国土交通大臣 〇総務大臣�

　
市
議
会
は
、
人
事
案
件
三
件
に
同

意
し
ま
し
た
。�

モーターボート競走法の�
　　　法定交付金に関する意見書�意　見　書�

人
事
案
件�

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の
一部（要旨）を掲載しています。詳しく
は、図書館で会議録をご覧ください。平
成14年第１回定例会の会議録は、５月下
旬からご覧いただけます。また、桐生市
のホームページでもご覧いただけます。�

次回定例会の開会予定は�

６月７日（金）です。�

お 知 ら せ �お 知 ら せ �
教
育
委
員
会
委
員�

松
　
島
　
宏
　
明
　
氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
）�

公
平
委
員
会
委
員�

塚
　
越
　
紀
　
隆
　
氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
）�

監
査
委
員�

藤
　
掛
　
達
　
郎
　
氏�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
）�

ゆ　　ゆ�

たど�

わず�

もっ�

かんが�

一�

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す�

　この定例会では、次のとおり、意見書�

２件が議員より提出され、審議の結果、�

それぞれ原案のとおり可決し、内閣総理�

大臣ほかに送付しました。�

　近年、急速な高齢化、経済の低迷、医療技術の進歩、
国民の意識の変化など、医療制度を取り巻く環境は大
きく変化してきており、将来にわたり、医療制度を持
続可能な制度へと再構築していくために、その構造的
な改革が求められている。�
　このため、医療費の適正化や医療提供体制の効率化
を進めていくことが重要であり、保健医療システムや
診療報酬体系について、全般にわたる基本的な見直し
を進めるべきだと考えている。�
　安心と信頼の医療を確立するため、患者が必要とす
る医療情報の公開、救急体制や小児医療の拡充、手厚
い看護体制など安心・信頼・質の高い医療サービス体
制を確立することを中心に保険料、患者負担、公費と
いう限られた財源の中で、将来とも良質な医療を確保
し、持続可能な皆保険制度に再構築していくことが必
要である。�
　よって、政府におかれては、医療保険制度のあり方、
保険料のあり方、患者負担のあり方、公費のあり方等
について見直しを進めることを強く要望する。�
�
�
提出先　〇内閣総理大臣　〇厚生労働大臣�

安心の医療制度への抜本改革を�
　　　　　　　　　求める意見書�


